
赤い羽根共同募金啓発イベント

第10回 菊池こころのネットワークフェア
日時
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司会
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（スマイルハート）

大人気！
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プログラム

　菊池こころのネットワークフェアは、民間福祉活動の財源となる「赤い羽根共同募金運
動の啓発」を目的に開催します。会場で集まった募金及び各種模擬店の出店料は、共同
募金委員会への募金とさせていただきます。また、「障がい者・福祉団体・地域住民の交流」、
「高校生等のボランティアの育成推進」もかねて実施しています。どうぞお誘い合わせの
うえ、おいでください。たくさんの皆さまのご来場をお待ちしています。

開会式（10：00 ）
ステージ発表（10：20 ～）
　〔出演予定〕
　　�泗水東保育園、菊池市老人クラブ連合会、
　　菊池女子高ジェンベ同好会、
　　菊池高等学校アンサンブル、ころうくん、
　　スマイルハート、菊池少年少女合唱団、
　　わらび&すまいる、
　　天草市役所牛深ハイヤチーム
お楽しみ抽選会（1４：０0 ～）
閉会式・バルーンリリース（14：３０ 終了）
� ＊予定時刻は変更になる場合があります。

第10回 菊池こころのネットワークフェア

主催：菊池こころのネットワークフェア実行委員会（2２団体・順不同）
・菊池市老人クラブ連合会 ・菊池市身体障がい者福祉協議会 ・菊池市母子寡婦福祉連合会 ・ＮＰＯ法人菊池ひまわりの会
・ＮＰＯ法人菊池るねさんす・菊池市民生委員児童委員協議会連合会 ・菊池市ボランティア連絡協議会  ・居屋敷の里
・就労支援センターかもん・ゆ～す　 ・ＮＰＯ法人夢のかけら舎 ・就労支援センターふくとく ・有限会社 草佳苑
・障がい者サポートホームわらび 　・障がい者支援施設サニーサイド 　・救護施設菊池園　・障がい者支援センターまるーわ
・菊池有働病院 　・菊池地域障がい者福祉 希望の会　 ・きくもん福祉ネットワーク　・生活介護事業所すまいる
・多機能型福祉サービス事業所 夢つかむ　・熊本県共同募金会菊池市共同募金委員会（菊池市社会福祉協議会）

後援：・菊池市　・菊池市教育委員会　・熊本県県北広域本部　・菊池警察署　・熊本日日新聞社
　　　・菊池広域連合北消防署　・日本郵便株式会社菊池郵便局　・菊池市商工会　・菊池郡市医師会　
　　　・防犯菊池遊技組合・菊池地域農業協同組合（順不同）

模擬店ご案内

体験コーナー

・焼きそば・カレー・焼き餃子
・パン・ケーキ・ぜんざい
・天ぷら・わた菓子 など
手工芸品や農産物もあります！

●ニュースポーツ体験
●スーパーボウルすくい
●紙とんぼ作り　●読み聞かせ

※高校生による募金活動の様子

　ボランティアスタッフを募集しています。ご協力
いただける方、ご連絡ください。

～ボランティアの募集～

◎�ステージ発表で大声大会を行います。誰で
も参加ＯＫ! 叫びたい人、集まれ～ !
◎�スタンプラリーに参加して、お楽しみ抽選
券をゲットしよう !
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今回も、飲食品やバザー品、手工芸品など、たくさんの模擬店があります。
また、紙とんぼ作りや読み聞かせなど、体験コーナーも設けます。体験さ
れた方には、「感謝の特典あり」です !ちなみに血圧測定コーナーもありま
すよ !

“ここネット”のここが見どころ！！

　誰もが安心・安全に暮らせる町
づくりに向けて、今年も10月1
日から全国一斉に赤い羽根共同
募金運動が始まっています。多く
の地域の皆さまのご協力のもと、
募金活動が行われています。共
同募金は一人ひとりの温かいお気
持ちが一つになり、地域の福祉
に活かされています。どうぞ、皆
さまのご理解ご協力をお願いいた
します。

共同募金啓発グッズ
発売中！

～ご協力お願いします～
赤い羽根共同募金運動

実行委員長：総務係
冨田竜二

副実行委員長：会場係
金森裕樹

誰もが楽しめる“あったかいイベント”をモットーに開催してきて10回目 !
これまで、市民の皆様からの募金協力やボランティア協力、多くの企業・
団体様からのご協賛により、続けてこられていることに感謝申し上げます！
今回は先着30名様に、感謝の気持ちを添えて菊池の新米（１ｋｇ）プレゼント!
但し、本部で合言葉は「ここネット」と答えてください。

実行委員：ステージ係
斉藤唯子　山田祐子

菊池市初登場！？天草市役所牛深ハイヤチームをお招きし、会場を
盛り上げていただきます。みんなで牛深ハイヤ節を踊りましょう！！大
人気の“ころうくん”やバルーンアートショーのお兄さんも来てくれ
ますよ !
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～ こんにちは！ 地区社協です ～
今回は、河原地区社会福祉協議会の紹介です。河原地区社協の活動等について、会長の二階
堂英夫さんに話を伺いました。力を入れ取り組んでいること、課題等を話していただきました。

Ｑ．どのような活動に取り組んでいますか？

A．　高齢化率 40％超えが表すように、高齢者が対象の取り組みが中心となっていま
す。「ふれあいデイ」は、河原地区の全地区で開催されるようになりました。介護
予防のための体操やレクリエーションだけでなく、ヘルスメイトさん協力の昼食会（会
食）も楽しみのひとつとなっています。また、子どもから高齢者まで楽しめる「地区
の運動会」、地域の収穫を祝う「収穫祭」は地域の交流を深める取り組みとして協
力しており、地域のつながりが強まるよう働きかけています。地域の美化活動（花いっ
ぱい活動）も心がけています。

Ｑ．課題はありますか？

A． 　「自主防災組織」を各地区にという目標がありますが、なかなか思うようには進
んでいません。高齢化、自然災害の頻発等により、組織づくりの必要性は高まって
いると感じているので、安心して暮らしていけるよう、取り組みを進めていきたい
と考えています。「ふれあいデイ」は、参加者が固定化しているよう見受けられま
す。特に男性の参加者が少ないので、少しでも参加していただけるよう、考えてい
かなければなりません。これら以外にもそれぞれの活動の有効性や優先度等につい
て、検討が必要ではないかと感じています。現状に即した活動を、無理なく地域の
方々とともに、地区社協としての活動が継続できるようにしなくてはならないのでは
と思っています。

Ｑ．今後の活動について、どのように考えていますか？

A．　地区の担当民生委員から、他の地区でも広がる見守りの活動「命のバトン」に
取り組んでみてはと提案があり、前向きに検討しています。これから先を考えると、
河原地区に必要な事業なので、ぜひ取り組みたいと考えています。
　地区社協の活動を通じて「地域の方々が安心・安全に暮らしていく」ことが出来
るよう、皆さまのご協力よろしくお願いします。

神鶴地区ふれあいデイの様子

河原地区社協
会長　二階堂 英夫さん

～河原地区社会福祉協議会～
発　　足：昭和60年2月1日
規　　模：行政区8区
（神鶴、松島、日向、柿木平、中原、
藤田、上木庭、下木庭）
世帯数・人口：473世帯　1,372人
高齢化率：41.6％　　
（平成27年4月1日現在）



 第５期 地域福祉塾を開講

　１日目は、「地域福祉とは？」の取り掛かりとして、身近に感じ・理解を深めていただく為、菊池市内の
活動事例（地区社協、モデル地区、地域福祉推進団体）を報告いただきました。また、昼からは地域の
社会資源を知っていただく為、2つの施設を視察にいきました。初日の締めは、九州看護福祉大学の河
谷先生による講義を行い、初日から内容盛りだくさんの内容を実施。
　２日目は、防災をテーマに災害時による炊出し体験（ペットボトルを使ってピザ作り。ハイゼックス袋を
利用したご飯作り）。味を知ることも重要 !!! 午後からは、平時のボランティアセンター説明。非常時の災
害ボランティセンターの内容と実技体験を実施。
　３日目（最終日）は、これまでの内容や他の活動事例をヒントに、グループワークを行いました。“思い”
を伝えること、“思い”を聞くことにより『“取組みたい事”（希望）を“取組める事”（実行）に、変換する』、
そんな思いに変わった最終日でした。

　地域福祉塾に、今回も協力いただきました「きくもん福祉ネットワークの皆様」ありがとうございました。
きくもん福祉ネットワークの皆様及びこの地域福祉塾の塾生が、菊池市の色々なところで活躍されること
を祈念しています。

塾生からのコメント
●�今回の経験を地区に持ち帰り、地区の親睦・活性化のお手伝いできたらと思いました。
●�まじめに、３日間地域のことについて考えました。これを機に、地域福祉・住民福祉向上の
ため頑張ります。
●災害ボランティア活動の話を聞き、災害時もやはり地域の助け合いが基本だと痛感しました。

～より良い地域づくりをめざして～
今年度も地域福祉のリーダー育成を目的に、実施しました。

5
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　9 月16日、ＫＫＴアナウンサーによる絵本の
読み聞かせ『おとどけ絵本』が、つどいの広場
あいあいに来てくれました。絵本の世界を通し
て、子どもたちに言葉を交わすことの大切さや
日本語の美しさを伝えたいと、県内各地の幼稚
園や保育園等を中心に回られています。現役ア
ナウンサーによる読み聞かせに、最初は戸惑っ
ていた子どもたちもニコニコ笑顔に変わってい
きました。懐いて、べったりの子どもも。とて
も楽しい時間を過ごすことができました。
　つどいの広場では、子育てに関する講座等も
行っています。どうぞ『つどいの広場』へ、お
気軽にお越しください。

　7月より全 4回の行程で行っていた「きくちゃ
ん体操リーダー養成研修」が修了し24名の新
しいリーダ―が誕生しました。最終日（9月3日）
は、体操の指導役としての実演や、きくちゃん
体操等や地域で体操をする場 ふれあいサロンや
語らいの場等についての意見交換会を行いまし
た。きくちゃん体操のことはもとより、自分たち
の地域の取り組みについて等、様々な意見が出
され、情報や思いも共有することができ、とて
も有意義な時間となったようです。
　すでに取り組んでいるところや、これからのと
ころとそれぞれではありますが、それぞれの地
域で活躍されることを期待しています！

『おとどけ絵本（読み聞かせ）』が
つどいの広場あいあいに

きくちゃん体操
リーダー養成研修が修了

訪問介護ステーションきくち
　訪問介護ステーションきくちでは、ご自宅で介護が必要になられても、安心して生活を続けてい
けるよう、お手伝いをさせていただいてます。『笑顔』で、利用者のもとへお伺いします。
　どうぞ、よろしくお願いします。

ホームヘルパー募集 
あなたも、ホームヘルパーとし
て働いてみませんか？　明るい
笑顔で、いっしょに輝きましょう！

～問い合わせ～
☎ 25-5000

私達がお伺い
いたします。
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〈
８
月
受
付
分
〉

行
政
区

寄
付
者
名

続
柄
故
人
名

年
齢

稗
方

松
永
　
俊
一
亡
母
ミ
ツ
エ

85

大
琳
寺

本
田
ナ
ミ
エ
亡
夫
勲

77

日
向

佐
藤
　
秋
時
亡
妻
テ
ツ
子

86

高
野
瀬

矢
野
　
敏
則
亡
妻
加
代

76

迎
町

棚
田
　
里
美
亡
母
村
上
令
子

56

大
琳
寺

潤
井
ミ
サ
子
亡
夫
幹
弘

71

北
宮

北
村
加
代
子
亡
夫
弘
公

74

高
野
瀬

平
田
　
悟

亡
父
平
七

95

上
西
寺

出
雲
美
枝
子
亡
夫
和
利

77

下
木
庭

城
　
良
一

亡
母
ハ
ツ
コ

94

立
石

岡
本
　
鎭

亡
母
ウ
メ
子

94

上
町

福
山
　
和
幸
亡
母
マ
サ
コ

86

亘

本
田
　
公
德
亡
母
ト
ミ
子

97

日
向

秋
吉
佐
智
代
亡
夫
正
明

66

西
正
観
寺

菊
川
千
代
子
亡
夫
謙
治

73

大
琳
寺

宗
心
ト
ヨ
子
亡
子
次
男

68

大
尺

北
田
由
紀
子
亡
子
愉
子

35

本
村

田
代
規
久
利
亡
母
フ
ミ
子

102

姫
井

水
上
　
菊
也
亡
子
智
博

35

高
永

三
池
　
豊
喜
亡
妻
マ
ツ
コ

85

平

東
　
信
博

亡
母
ミ
ツ
エ

100

岩
本

岩
根
　
光
唱
亡
母
ミ
ツ
コ

89

岩
本
　

岩
根
　
雄
一
亡
父
英
臣

91

姫
井

水
上
　
和
子
亡
夫
議
正

84

久
米
一

植
田
　
幸
子
亡
夫
盛
喜

80

永

飛
松
　
秀
海
亡
叔
母
稗
田
た
け
代
88

桜
山
三

村
本
　
房
男
亡
母
菊
子

77

高
江

右
田
　
悦
郎
亡
父
澄
美
夫

87

富
の
原
一

坂
本
　
龍
児
亡
母
清
女

91

〈
９
月
受
付
分
〉

行
政
区

寄
付
者
名

続
柄
故
人
名

年
齢

片
角

小
堀
砂
代
子
亡
夫
末
弘

85

雪
野

米
村
　
文
幸
亡
母
ヤ
ヨ
イ

91

下
赤
星

中
本
　
一
孝
亡
母
キ
ヌ
ヨ

86

横
町

元
村
貴
恵
子
亡
母
佐
藤
ス
エ
子
83

植
古
閑

中
林
　
幸
子
亡
夫
義
孝

83

深
川

菊
川
　
敬
吾
亡
妻
文
子

88

藤
田

岩
木
き
よ
み
亡
夫
信
人

66

袈
裟
尾

松
山
　
幸
一
亡
母
ヨ
ウ
子

86

大
琳
寺

水
上
　
中

亡
妻
妙
子

86

菊
池
松
島

松
永
　
絹
子
亡
夫
立
身

84

小
木

冨
田
　
昭
榮
亡
母
ト
ミ
子

92

袈
裟
尾

中
光
　
治
代
亡
夫
松
男

78

野
間
口

有
働
　
茂

亡
母
ヤ
ス
ヨ

94

鳳
来

竹
本
タ
マ
コ
亡
夫
公
俊

85

岩
平

岩
崎
　
広
行
亡
父
正
男

92

上
橋
田

坂
井
　
淳
一
亡
母
文
子

85

間
所

志
水
　
茂

亡
母
ヨ
ツ
エ

93

小
野
崎

工
　
カ
ヅ
子
亡
夫
義
文

80

加
恵

栗
原
　
道
夫
亡
父
孝
信

92

西
郷

守
田
　
千
明
亡
妻
縫
子

90

七
城
田
中

前
田
　
静
子
亡
夫
敬
章

87

加
恵

櫔
原
ミ
ヨ
子
亡
夫
龍
見

85

妻
越

坂
田
　
早
喜
亡
妻
君
代

77

小
原

齋
藤
　
敬
夫
亡
母
テ
ツ
コ

93

妻
越

中
村
千
万
子
亡
夫
正
弘

86

小
原

岡
島
ケ
イ
子
亡
夫
勥

71

伊
萩

坂
田
ミ
ツ
ヨ
亡
父
一
生

95

田
吹

有
田
　
典

亡
夫
浩
二

83

永

内
田
　
時
子
亡
夫
幸
憲

70

猪
の
目

三
北
ト
シ
子
亡
夫
勝
基

82

〈
８
月
受
付
分
〉

行
政
区

寄
付
者
名

内
容

野
間
口

司
観
光
開
発
（
株
）

つ
か
さ
菊
池
店

菓
子

藤
乃
舞
　
桂
社
中

隈
部
　
綾
子

金一封

栄
町

中
脇
　
テ
ル
ヨ

カ
ラ
オ
ケ
Ｃ
Ｄ

前
川

前
川
公
園
募
金
塔

金一封

〈
９
月
受
付
分
〉

行
政
区

寄
付
者
名

内
容

豊
間

菊
池
さ
く
ら
保
育
園

金一封

小
原

つ
い
ん
ス
タ
ー

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

前
川

前
川
公
園
募
金
塔

金一封

　
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。故
人

及
び
ご
親
族
の
お
気
持
ち
に
副
い
、菊
池
市
の
福

祉
事
業
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
受

付
順
／
菊
池・七
城・旭
志・泗
水
）敬
称
略

〈
旭
志
支
所・ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
〉

　
○
ラ・ブ
ッ
ク
…
…
…
…
…
…
…�

読
み
聞
か
せ

〈
泗
水
支
所・通
所
介
護
事
業
所 

輝
〉

　
○
飯
開
輝
久
雄
…
…
…
…
…�

ギ
タ
ー
の
演
奏

　
○
黒
石
団
地
ひ
ょっ
と
こ
愛
好
会

�

…
…
…
…
…
…
…
ひ
ょっ
と
こ
踊
り
の
披
露

　
○
若
藤
会
…
…
…
…
…
…
…
…�
日
舞
の
披
露

　
○
十
六
夜
会
…
…
…
…
…
…
…�

日
舞
の
披
露

　
○
父
母
裕
紀
子 

…�

レ
ク
ダ
ン
ス
、銭
太
鼓
踊

　
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。皆
様
の
善
意
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。菊
池
市
の
福
祉
事
業
に
有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
受
付
順
、敬
称
略
）

（
平
成
27
年
８
月
１
日
～
平
成
27
年
９
月
30
日
）

（
平
成
27
年
８
月
１
日
～
平
成
27
年
９
月
30
日
）

香
典
返
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
り
が
と
う

一
般
寄
付

菊池さくら保育園のみなさん、ありがとうござ
いました。
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サロンボランティア講習会のご案内
～地域の絆づくり推進事業共同事業～

手話教室の案内

読 者 の 声

平成 27 年度菊池市社会福祉協議会 会費納入のお礼
　菊池市社会福祉協議会の会員募集について、8月より各区へ区長様を通じてお願いしていましたが、
社会福祉事業へのご協力として、各区より皆さまの会費をお預かりしました。皆さまのご理解、ご協力
に心から感謝申し上げます。お預かりしました会費は、菊池市の地域福祉を中心とした福祉事業に、大
切に使わせていただきます。ありがとうございました。

平成27年度 会費納入状況（平成27年9月末現在）

区分 件数 金額

一般会費 12,148 件 4,903,900 円

賛助会費 48件 59,000 円

合　計 4,962,900 円

●�自分のできるボランティアを一人一つずつしたらいいと思います。（Ｆさん48歳）
●小中学生がボランティアを体験し、学校の授業では学べないような社会勉強ができたのではないかと思いました。（Ｏさん38歳）
ご意見・ご感想ありがとうございます。楽しみに読んでいますとの声があり、大変ありがたく思っています。
ご意見・ご感想やアイディア等、ぜひ皆さまの声を聞かせてください。

【お申し込み・お問い合わせ】
本　　所：25-5000　七城支所：25-5010
旭志支所：37-3708　泗水支所：38-5382

回答していただいた方の中から、抽選で５名の方に1,000 円分の図書カードをプレゼントします。

ハガキにクイズの答えと、住所・氏名・年齢をご記入の上、菊池市社協「クイズ社協」係までお寄せ
ください。社協だよりの感想やご意見などもぜひお聞かせください。

今年で10回目となる共同募金啓発イベントは
何というでしょうか？ 『菊池こころの○○○○○○フェア』

平成 27 年 11 月 30 日（月）当日消印有効
※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます

前号の答えは「有償」でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。

次回は下記のとおり開催します。地域のサロン活動
や交流・行事等で役立つレクリエーションで心身と
もにリフレッシュしてみませんか？
●日　時：平成27年11月24日（火）
　　　　　午後1時30分～午後3時30分
●場　所：菊池老人福祉センター　大広間　
　（TEL：25－2204　住所：菊池市隈府432-1）
●対　象：�地域でサロン活動、ボランティア活動や

健康増進等に興味・関心のある方
●参加費：無料（お茶等は各自ご用意ください）
　　　　　※要申し込み
　　　　　※別途で入浴される場合、有料
●持ってくる物：ハサミ・のり

　手話を始めてみませんか？手話教室の参加者を
募集しています。いつでも、お気軽にご参加下さい。
●日　時：11月4日（水）午後７時30分～9時
　　　　　（毎週水曜　全7回）
●場　所：泗水地域福祉センター
●定　員：20名
●参加費：無料
●連絡先：手話サークルすまいる
　（会長 吉田崇）080-5282-1434

地域福祉やボランティア等、様々な事業に役立てられています。


